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2. 一覧に対するループ処理を行い、メールの受信日等で削除対象かどうかを判断する 

3. 削除可能と判断した場合メールの削除を行い、メールボックスの容量を定期的にメンテナンスする 

 

利用する iPaaS 製品は以下の 3 つの中から選定し、選定時の評価基準については 2-4-2 に記載する 

A：PowerAutomate 

B：Workato 

C：Zapier 

 

▪ 課題②勤怠処理 

iPaaS を用いて以下の処理を実行出来るか検証する。 

処理１：ユーザーが任意に Teams 上で Bot を呼び出し、実行結果を Teams 上で受け取る 

処理２：勤怠システムに対し、レコード作成/更新処理を API リクエストベースで実行できる 

 

利用する iPaaS 製品は以下の 3 つの中から選定し、選定時の評価基準については 2-4-2 に記載する 

A：PowerAutomate 

B：Workato 

C：Zapier 

 

2-4-2 . 評価基準 

▪ 課題①メール容量 

2-3 の仮説を実現するために評価軸として下記の要件を満たす必要がある。 

要件１：ユーザーそれぞれがメールを受信した時に iPaaS のトリガーが発火すること 

要件２：ユーザーそれぞれのメールボックスへアクセスする事ができること 

要件３：ユーザーそれぞれが予め権限を渡しておけること 

要件４：ユーザーそれぞれのクラウドストレージへアクセスする事ができること 

要件５：ファイルのみを移管してメール内のファイルを消す事ができること 

要件６：iPaaS のスケジュールトリガーが使えること(また細かい設定ができること)  

要件７：メールボックスからメールデータの一覧が取得できること 

要件８：メールの受信日が取得できること 
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しかし、勤怠システムが LAN 経由でのみアクセス可能であることから、未導入の製品を追加導入する費用対

効果を鑑みると、PowerAutomate を活用してログインユーザーからのシングルサインオンを用いた迂回策を講

じることの方が望ましいと想定される。ユーザー認証との連携を用いた実証は、本事業では実証対象外としたた

め、継続して検討することでさらなる効率化を目指すこととする。 
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▪ データレイク、データウェアハウスでの再現性・堅牢性確保 

接続したデータストアから抽出された構造化データと非構造化データをもとに統計情報調査やデータサイエン

ス領域の業務を実施することから、過去時点でも再現可能なようにデータを保存する必要がある。一方、取得タ

イミングによってはデータが未更新である場合もあるため、不要なデータを蓄積しない手法についても機能とし

て具備する必要がある。このように、データの保管場所として効率的なデータレイク及びデータウェアハウスを

構築する必要がある。 

また、今後データ管理プラットフォームが拡張され、機密性２以上の機微な行政記録情報を格納するとなった

場合に、不必要にデータ提供がなされないような堅牢性も合わせて確保する必要がある。 

２軸においては、データの保管方式として、下記２つの実現可能な方式の検討を行う。 

• データ取得後の世代管理方式（未更新データは取り込まない方式も合わせて検討） 

• セキュリティ確保のための実装方式、設定方法 

▪ データの編集・加工方法の標準化検討 

取得されたデータそのものはデータ・ビジュアライゼーションに必ずしも適した形式ではないため、適した形

式に編集・加工する必要がある。一方、編集・加工にはプログラミング言語を用いる方法があるが、一定のスキ

ルが必要となるため、データ管理プラットフォームとしてはプログラミング言語での実現方式及びそれらの標準

化方法について検討を行うとともに、ETL ツールを用いた実現方式についても検討を行う。 

 

3-2-2 . 課題検討 

▪ データ取得の効率化に向けた検討 

ソースとなる XML 形式、Excel 形式のデータの CSV 形式への変換処理と、それを BI ツールで取得する工程

を自動化することで、現在手作業で行っている作業を効率化できないか、実現性を含めて検証する。 

また、取得対象データが今後増加する点を鑑み、取得方式による接続 URL や変換処理をデータベース管理す

ることで、拡張性を確保する方式も検討することとする。 

 

▪ データレイク、データウェアハウスでの再現性・堅牢性確保 

再現性確保のための実装方式、設定方法 

今回の実証では、加工の元となるデータを保持するデータレイクは AWS S3 を採用した。データ取得後の

世代管理方式については以下の通り検討した。 

 S3 バケットのバージョニング機能、ライフサイクル機能を用いることでファイルの世代管理を実施

する。バージョニング機能を有効にすることで、過去更新のあったファイルを復元できるようにな

る。 

 ライフサイクルルールを設定することによって、オブジェクトに対して自動的にアクションを実行

し、ストレージ使用料金の圧縮を図る。 
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そのため、行政機関内システムとのシームレスな連携を実現するためには、本事業で利用した iPaaS ソリュ

ーションに関しても標準化するとともに、広く普及するための機能強化や条件緩和等も方向性の一つと考えられ

る。 

 

4-3-2 . 効率的情報分析環境検討（2 軸） 

本事業では、施策の実行状況をタイムリーに読み解き、政策転換の要否判断につなげるべく、作業時間短縮を

図るためのデータ管理プラットフォームの実現性検討を行ったが、恒常的に活用可能な形でデータを保持するだ

けでは組織全体の実行力を最大化することはできない。 

そのため、今後データ管理プラットフォームに蓄積されるデータに対するマネジメント体制を整備し、データ

をガバナンスする機能（データカタログの整備、利用ルールの設定、データアレンジレシピの提供等）を強化し

ていくことが方向性の一つとして考えられる。  
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・展開方法 

GoogleAppsScript と同様に、固定のユーザーで実行する処理でなければ、全体への展開は難しい。 

メールボックスや Google ドライブのようなユーザー個別領域にアクセスする権限が管理者側になく、ユーザー

個別の認可が必要となる処理は例外無く、ユーザー個別の実施が必要。 

例えば、PowerAutomate の場合、展開後使用したいユーザーは自分の環境にコピーし認証部分を変更するの

みでいけるが、Zapier の場合は元のタスクからコピーした際にご自身で設定し直しが必要になる。これを組織

に展開するには事前のアナウンスはもちろんのこと、PowerAutomate や Zapier の操作方法、自分の認証の管理

方法等をユーザーに教育する必要がある。 

また、ユーザー個別に自動処理を作成可能になるため、Excel VBA や RPA においてよく見られた、いわゆる

野良 VBA の跋扈を許す遠因になり得る。 

・課金体系 

PowerAutomate 

ユーザー毎のライセンスであり、割り当てる範囲を制限できる。 

Zapier 

テナント毎のライセンスであり、ユーザー数に依存しない。契約種別に応じて全体の実行可能数制限が異なる

点に留意が必要。 

Workato と同様の課金体系だが、比較的低コストで運用できる。 

 

▪ 共通部分 

SaaS の普及により、API ベースで SaaS 間のデータ連係のニーズが増えた。API が多く提供される SaaS 同

士の連携は非常に多くのユースケースを生み、相対的に iPaaS の利用価値が向上する。つまり、iPaaS の価値は

組み合わせる SaaS の提供する API に依存すると考えられる。 

5-2-2 . 定期取得するデータ群の管理方法 

▪ 新規登録 

定期収集するデータを Teams から簡便に新規登録するための構成を記す。 

・構成図 
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・処理内容 

1. Teams に埋め込まれた Forms を起動し、指定ファイルの取得元 URL、識別用のファイル名を入力する 

2. Forms 送信で PowerAutomate が起動 

3. PowerAutomate が AWS API Gateway へ HTTP リクエストを送信 

(ア) 指定ファイルの取得元 URL、識別用のファイル名、実行したユーザー等の情報を AWS API 

Gateway へパラメータとして渡す 

4. API Gateway から AWS Lambda を起動 

(ア) リクエストに含まれたパラメータを Lambda へ渡す 

5. 受け取ったパラメータを元に、Lambda が DynamoDB へレコードを追加 

(ア) 既に URL が存在する場合、レコード追加はしない 

6. Lambda から PowerAutomate へリクエストを送信 

(ア) ②とは別の PowerAutomate に送信する 

(イ) 実行したユーザーの情報をパラメータとして渡す 

7. PowerAutomate から実行したユーザーに Teams で通知を送信する 

 

▪ 削除および更新方法 

新規追加と同様に Teams から実施する方式も考慮できるが、新規追加ほどの操作頻度はないこと、作成済加

工データとの整合性を取る方法についても考慮が必要となる。 

よって、本事業においては AWS へログインして直接 DynamoDB のレコードを操作、クエリ等関連するデー

タの削除等を実施する方式のままとした。 

5-2-3 . GoogleCloudPlatform、Azure での想定構成 

本事業では AWS を採用したが、比較されることの多い他パブリッククラウドサービスの

GoogleCloudPlatform、Azure において本事業の検証をする際にどのような構成となり得るか、以下に付記して

おく。 

なお、AWS における Athena / Redshift Spectrum などのように類似する機能については併記せず、あくまでも

本事業の検証をする際に選択する想定の構成として記載した。 




